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　町長日誌の第36号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事を
町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。℡８２・２１３１です。

町長のメールアドレスは、mayor@town.okoppe.hokkaido.jpです。　

　昨年の広報８月号（町長日誌№24）を見ますと、｢雨が降ってほしい｣と書い
てありました。高温で雨不足の日が昨年７月は続いていたのですが、今年、本
州は大雨・洪水・土砂災害が続発し、北海道は低温で曇りや雨の、まるで「つ

ゆ」のような毎日が続いています。13日に沙留海水浴場安全祈願祭をとても良い天候の中で行ったのですが、
皮肉なことに次の日からこの様な毎日が続いています。
北海道も秋蒔き小麦の収穫時期を迎えます。この近辺では、滝上・紋別で作付けされていますがこの様な天候が
続きますと穂発芽を起し品質低下となります。また、皆さん自慢の菜園のトマトやナス、キュウリのためにも海
水浴の出来る様な暑い夏になってほしいものです。

№36

　町内で、今年になってから水産物の直売店や食堂がオープンしたりチーズ、ヨーグルトが新たに販売された
りと若い人が頑張っています。最近、コンビニが高齢者向けの御用聞きや宅配を行ったり随分商業の世界も変
わってきました。でも、ちょっと考えてみれば昔からお店屋さんが行ってきた商売のスタイルそのものです。と
なると、興部でも十分にビジネスチャンスはあるのかもしれません。高齢化社会の町づくり、案外、宝の箱か
も！　では、また。

７月21日㈮　AM8:00

町長日誌町長日誌

　札幌に在ります「社会保険事務局｣を
訪れ医療管理官の近藤さんにお会いして
きました。実は、今年４月から医療の診
療報酬などに関係する法律が改正され看
護師や医師の員数の増加、診療報酬の
減、療養病床の削減そして患者さん負担
の増加などがすでに実施されています。
猶予期間として遅くとも９月末までには
体制を整備しなければならず、病院事務
長を始め関係者は現在悪戦苦闘していま
すが、その指導を行うのが社会保険事務
所です。この制度改正でどこの病院も数
千万円を超える減収が予想され、ただで
も苦しい地方の病院経営ですが更に経営
難に陥ることは必至で、地域医療は大き
な岐路に立たされています。そのような
わけで近藤管理官に今後の動向や情報を
伺って来ました。
　道立紋別病院の今後も含め積極的な情
報収集と市町村間の連携協力が急務に
なってきています。

７月18日㈫
　早朝３時から７回に亘って北朝鮮がミサイルの発射実験を
行いました。ちょうど今日は、戦争やテロに備えて町民の皆
さんの安全を図るための「国民保護計画｣策定委員会の初会合
の日でした。私は朝８時半に道庁に電話をかけましたが一般
電話は午前９時からでつながりません。そこで、初めて直通
の災害用電話を掛けてみました。すると直に道庁総務部危機
対策室につながりましたが、３人の職員が電話を代わり主幹
の人が電話に出られました。私は状況を尋ねましたが「あく
までも実験だ」と言いますので、「国からそのように連絡指示
があったのか？ ｣と質すと｢いや、国から指示はありません
が、２、３日前から情報を集めていてその結果です｣と応えら
れたので、更に｢その情報はどこから得られているのですか？
｣と聞くと｢テレビです……｣ 。これが、今の日本の危機管理
と情報管理の現状です。決して道庁がどうのこうのと言うの
ではなく、興部町が国民保護計画を策定しても、きちんと国
から道庁経由で確かな情報が来なければ、私は町長として皆
さんを的確に避難させることが出来ないような状況下にあり
ます。確かに戦後61年、平和が当たり前で経済発展を日本は
成し遂げましたがその間に、隣の国が日本に最低でも80発の
ノドンミサイルを打つ準備をしているとなると、町をあずか
る町長としては複雑な気持ちになってしまいます。

７月５日㈬

　西紋別地区開発期成会（５市町村で構成、会長は紋別市長）が毎年実施している道・国への要請行動を行いま
した。現在或いは数年を掛け行っている事業や来年度以降新たに予定している事業の実施に向けての要請です。
これには毎年首長と議長が参加するもので、道庁・道議会・開発局・海上保安庁・国会議員・農水などの各省庁
に紋別市長を先頭に要請書を渡しながら回って予算付けのお願いをご本人が居られる時は膝詰めで、ありとあら
ゆる理屈を言いながら少しでも計画事業が実るように要請するのですが、どこへ行っても｢予算が無い・厳しい｣
と私が町民の皆さんに申し上げていることと同じ答えが殆どです。特に東京は気温27℃と例年より低めでした
が、湿度が高く背広に塩が吹いてしまいます。それでも少しですが成果も有りましたので、ホットしています。

６月19日㈪～24日㈯


